
事業別セグメント分析の実施（福島県郡山市）

事例概要

取組内容

効果等

○ 予算科目を１課１目に組み替え、施設に関する予算は関連施設別に「細目」の中で
集約することで、課別・事業別の財務書類を効率的に作成。各担当課は、現状・課題
を踏まえた分析を実施し、財政課は、翌年度予算の査定時の参考資料としても活用。

○ 具体的な事例として、郡山カルチャーパークについては、セグメント分析により、有形
固定資産減価償却率が70.5％と高く、施設の老朽化が進んでおり、将来的に修繕・改
修等が予想されるため、財源の確保が課題であることを認識。

事業別財務書類（抜粋）

＜公園緑地課「郡山カルチャーパーク費」＞

民間活力の活用を含め、様々な手法を検討するため、
アンケート調査やサウンディングを実施

○ 民間活力の活用を含め、
様々な手法を検討するため、
アンケート調査及びオンライン
サウンディング（民間事業者か
らの意見聴取）を実施。ＰＦＩ手
法での事業化を望む声があっ
たことを踏まえ、PFI導入に向
けて予算化を進めている。

○ 課別・事業別の財務書類を作成・分析することにより、具体的なデータに基づいて各事業の課題を認識することができ、
各事業における政策立案の際の根拠資料として活用することができる。

○ 毎年度、課別・事業別財務書類を作成していくことにより、施策の効果の検証にも繋げていくことができる。

○ 庁内全体で課別・事業別の財務書類を作成・分析を実施しており、例えば、郡山カルチャーパーク（遊園地・プールの複合
施設）については、セグメント分析により、改修等のための財源の確保が課題と認識し、PFI手法の導入検討に繋げるなど、
政策立案の根拠資料として活用。


